
　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 

一 般 質 問 ＜ 個 人 ＞ 発 言 通 告 書 
 

令和８年８月２４日　 
 
長久手市議会議長　殿 
 

長久手市議会議員　木村さゆり 
　 

 
　　会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。 
 

 
受
付

個 人 質 問　 　 第　　号 
令和  年　月　日　　　時 　 分

 
　質 問 事 項 及 び 要 旨 　備考

 

１

「あいサポート運動」について 

 
　「あいサポート運動」は、障がいの特性や障がいのある

方が困っていること、必要な配慮などを理解し、日常生活

の中で、できる範囲でちょっとした手助けや配慮を実践し

ていく取組である。２００９年に鳥取県で始まり、現在全

国に広がっている。また、名古屋市においても、２０２４年

１０月から「ナゴヤあいサポート事業」が開始されている。

これは、本市の基本理念でもある「互いに声を掛け合いな

がら支え合い自分らしく暮らせるまち」という考え方とも

一致するものと考える。 
⑴　ながふく障がい者プラン２０２１～２０２６について

どのように総括・評価をしているのか。 
⑵　次期プランの基本的な方向性はどのようか。 
⑶　あいサポート運動について本市の見解を伺う。 
⑷　障がいの特性や必要な配慮について、市民が学ぶ機会

を設け「あいサポート」の理念を地域に広げていかない

か。 

 

２

脱炭素社会に向けた取組「デコ活」について 

 
長久手市は２０２２年１月に「ゼロカーボンシティ宣言」

を表明し、２０５０年までに温室効果ガス排出量実質ゼロ

を目指している。一方、環境省では、脱炭素につながる新



 しい豊かな暮らしを創る国民運動として、「デコ活」を推進

している。「デコ活」は単に「脱炭素」という言葉を全面に

出すのではなく、暮らしをより快適に、より豊かにしなが

ら、結果として二酸化炭素の削減につなげていくという、

市民に分かりやすく日常生活の中で実践しやすいアプロー

チであると考える。 
⑴　市民・事業者・行政それぞれの取組について、現在ま

での成果と課題をどのように評価しているのか。 
⑵　カーボンニュートラルの実現には、行政の努力だけで

なく、市民一人ひとりの行動変容が大切である。どのよ

うに促していくのか。 
⑶　「デコ活」をどのように認識しているか。 
⑷　「デコ活宣言」をしないか。 

 

３

すい臓がんの早期発見に向けての取組について 

 

　すい臓がんは、早期の段階では自覚症状が乏しく、発見

が難しいがんの一つである。そのため、すい臓がんについ

ては、いかに早い段階でリスクの高い方を見つけ、必要な

検査や専門医療につなげていくかが重要であると考える。 

⑴　すい臓がんの早期発見について市の認識を伺う。 

⑵　「尾張東部膵がん早期診断プロジェクト」について詳

細を伺う。 

⑶　すい臓がんのリスク要因や症状など市民に啓発しない

か。 


